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山中湖をぐるっと巡る新緑が、実に清々し
く目に映る気持ちの い季節を えています。
初夏の山 を うこの新緑を、俳句の季 で
は「万緑」と呼びます。教科書にも紹介され
ている『万緑の中や吾子の歯生え初むる』と

いう中村 田男の句で有名です。
さて、そんな万緑に包まれた世界に る 然環境を 台に、

山中湖では、これから様々なイベントが 催されたり、何十
万人もの 光客が れたりします。この時期は、大人ばかり
でなく子どもたちにとっても心 る時期になることでしょ
う。
そんな わいの中で、子どもたちは、たくさんのものを 、

たくさんの人と れ合い、たくさんの事を体 するはずです。
山中湖という地の利を生かしたたくさんの体 を しつつ、
大人の真似をするのではなく、子どもは子どもらしく かな
感性を持った子どもとして成 していってくれることを っ
てやみません。

中間テスト→期末テスト→････

学びの継続を！！
つい先日中間テストが終わり、その結果が子どもたち一人

一人に伝えられています。･･･と思いきや、１カ月後の来月

２日･３日には期末テスト。やはり勉強というのは「継続」

が命です。一時的にガムシャラに頑張ることも立派ですが、

たとえ３０分･１時間の短い時間でも毎日地道にコツコツ努

力を続けた末の結果にはかないません。総体も控え、心身共

に大変な時期ですが、継続的な勉強時間を意識してほしいと

思います。助走距離が長いほど高く遠くに飛べるはずです！

５月２８日(木)午前６時５６分、「行ってきま～す！」の

元気なあいさつと共に、１年生が東京のお台場へと校外学習

に出発していきました。

今回の校外学習は、中学生にな

って初めての大きな学年行事で

す。事前に、学年全体で調べ学習

をしたり約束事を検討したり、ま

た各グループごとに見学コースづ

くりに取り組んだりと様々な準備

を経て臨んだ校外学習でした。

当日は天候にも恵まれ、

東京湾の潮風を肌に受けな

がら、レインボータウンお

台場にある最新の諸施設を

見学し、日本最先端の技術

にも触れることができまし

た。班別に自分たちで計画

した見学先を巡る際には、

当然、ルートが分からなくなった

り、時間の都合で見学先を変更し

たりといったことも生じてくる訳

ですが、仲間と力を合わせ適切に

対処できたことは、集団としての

大きな力につながったものと思います。

また、校外学習の締め括りとなる、夢の大橋ステージでの

学年合唱は、１年

生の絆を確かめ合

う感動的なものと

なりました。今後

に大いに期待が膨

らむ充実した初夏

の一日でした。

今年もやります…『生きざま講座2015』
２年生で集中的に取り組むキャリア

教育の一環として、将来の夢や職業・

働くことについて学ぶ場『生きざま講

座』を昨年に引き続き今年も実施して

いきます。

今年の第１回目となる『生きざま講座』は、５月２８日(木)

に山中湖でホテル経営をされている中村義仁さんによる講話

でした。中村さんには昨年も講師をお願いしましたが、今年

は更に内容豊富で興味深いお話を伺うことができました。

夢の実現のために必要なこと、自由について…等々、中学

生にとって今の自分をふり返るたくさんの材料をいただきま

した。圧巻は、9.11テロの生々しい体験談。子どもたちも釘

付けで聞き入っていました。

中村さんの今日までの生き

ざまは、いつかきっと、子ど

もたちの将来設計に大きなヒ

ントを与えてくれるものにな

ったことでしょう。

本日６/１より道路交通法の一部改正！

自転車での通学は大丈夫ですか？

すでにご承知とは思いますが、

本日６月１日より、交通の危険を

生じさせる違反を繰り返す自転車

の運転者には、安全運転を行わせるため講習の受講が義務づ

けられます（子どもでも14歳以上は対象になります）。 交

通の危険を生じさせる違反とは、たとえば「信号無視」「一

時不停止」「通行区分違反」「歩行者用道路徐行違反」「ブレ

ーキ不良自転車運転」などの14項目の違反をさします。

自転車通学の生徒が大半という本校の実態もあります。こ

の機に、再度お子さんへの注意喚起と自転車の点検をお願い

します。併せて、①ヘルメットの着用、②並行走行の危険性

についても危機感をもってご指導をお願いいたします。


